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加古川で⼦ども向け海の学習会
旭海運、地域密着のＥＳＧ活動推進

 旭海運は８⽉23⽇、兵庫県加古川市の加古川市海洋⽂化センターで、地域の親⼦を招いて
「海の学習会」を開催した。地域の親⼦連れ23⼈が参加した。加古川市は旭海運の荷主である
神⼾製鋼の製鉄所が所在し、同社のフラッグシップ“旭丸”をはじめとする鉄鋼原料輸送船が寄
港している。今回の催しに参加した⽵之下副社⻑は「ゆかりの深い加古川市で、ＥＳＧ（環
境・社会・ガバナンス）の取り組みを⾏うことが重要と考えている。この⼀環として教育活動
を⾏を実施した」と語り、神⼾製鋼のインダストリアルキャリアとして地域との関わりが深い
同社ならではＥＳＧ活動を展開する考えを⽰した。
 学習会では、樟脳が昇華する性質を利⽤して⽔⾯を進む「樟脳船」を⼦どもたちが作成し、
実験を⾏った。⽵之下副社⻑は「⼦どもたちが海と船に興味を持ってもらえる機会になったの
ではないか。地元に寄港する旭海運にも親しみをもってもらえれば」と語った。今後も加古市
などで学習会を継続することを検討している。
 旭海運は同社ウェブサイト上に「ふねきっず」というコーナーを開設。同社が運航するばら
積み船の特徴や航海の様⼦、船員の仕事について、動画やイラスト付きで解説している。⽵之
下副社⻑は「サイトの製作は社員が⼿作りで⾏った。こういった活動に直接関わることで、若
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⼿も含め多くの社員にＥＳＧの取り組みの意味を理解してもらいたい」と活動の意義を語っ
た。


